
令和７年度施政方針 

 

本日、ここに令和７年第２回八頭町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、何かとご多用の中、ご参集を賜りご審議いただきますこと

に対しまして、厚くお礼を申し上げます。 

 令和７年度の予算案並びに諸議案を審議いただくにあたり、私の新年度の町政運

営に取り組む所信の一端を申し上げさせていただきます。 

 

（はじめに） 

昨年は、能登半島地震から始まり、記録的な豪雨、台風等による自然災害により、

全国各地で甚大な被害が発生いたしました。改めまして、お亡くなりになられた

方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆様方に心からお見舞

いを申し上げます。また、８月８日には、宮崎県日向灘を震源とする地震発生に伴

い、気象庁が初めて、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）を発表し、不安を

覚えた方も多かったのではないかと思います。さらには、観測史上最高を更新する

猛暑に見舞われ、熱中症などの健康被害や、病害虫の大量発生、果樹等の生育の遅

延による農産物の被害も発生いたしました。こうした異常気象による自然災害等の

要因の一つに地球の温暖化があると言われております。１月に発足したアメリカの

トランプ政権は、地球温暖化対策の国際的な枠組み「パリ協定」から再び離脱する

ことを明らかにしました。地球規模で進行する温暖化の対策は、全世界が取り組む

べき人類共通の待ったなしの課題であります。アメリカの協定離脱により、地球温

暖化対策の後退を余儀なくされるかもしれませんが、こうした状況の中だからこそ、

私たち一人ひとりが日々の生活の中で温室効果ガスを減らし、低炭素社会を構築す

る工夫がいっそう求められています。 

地球環境・気候変動に係わる課題とともに、現在、日本が直面している大きな課

題があります。人口減少社会が加速する中にあって、人口の東京一極集中の是正と、

人口が減少しても地域の魅力と強みを生かした持続可能なまちづくりを実現する

という課題です。 

１月２４日に第２１７回通常国会が召集され、石破総理大臣は施政方針演説で、

地方創生を国づくりの核心に位置づけ「令和の日本列島改造」として強力に進める

ことを表明されました。地方創生は人口減少対策に直接つながる極めて重要な政策

です。中でも人口の自然減と社会減がともに、若者や女性の意識と行動によっても

たらされていることを考えれば、「若者や女性にも選ばれる地方」を作ることは、

大変重要なテーマとなります。今、私たちに求められているのは、八頭町の人口減
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少の流れに歯止めをかけるため、出生率の向上、子育て支援や雇用環境の改善、若

者の都市部への人口流出対策、移住・定住促進策等により、人口減少のスピードを

緩和させる施策と、現在より小さい人口規模でも多様性に富んだ活力のある八頭町

を構築する取り組みを、時を同じくして進めることです。 

 これまで皆様方と協議を重ねてまいりました、令和７年度を始期とする「第３次

八頭町総合計画」、「第３期八頭町総合戦略」をもとに、人口減少対策と地方創生の

取り組みを、産・官・学・金・労・言など、各界各層と一体となって進めてまいり

ます。また、「地方創生２.０」の交付金を活用すべき事業の取り組みを行います。

合わせまして、計画、戦略に盛り込んである内容の実施に向けた協議・研究を行い

ます。そして、人口減少問題の鍵を握る若者や女性の声を聴き、若者・女性に選ば

れる魅力ある地域社会の構築に取り組んでまいります。さらには、この問題を町民

一人ひとりが「自分事」として捉え、行動することが、次世代へつなぐ持続可能な

八頭町を築く新たなる第一歩となります。令和７年度を八頭の地に息づく力を結集

し、新たなまちづくりの再起動「八頭町版地方創生２.０」のスタートの年にした

いと考えております。 

  

（予算編成） 

 次に予算編成です。 

「第３次八頭町総合計画」、「第３期八頭町総合戦略」の中で目指す八頭町の姿の

実現に向け、計画に掲げる施策を着実に推進することを基本とする予算といたして

おります。 

令和７年度の一般会計の予算規模は、総額１１７億８，８００万円で、前年度と

比較し、１億２，８００万円、率にして１.１％の増となりました。公共施設等除

却事業費、防災行政無線の更新事業費、小学校の改修事業費等が減となりましたが、

電算システム管理費、児童手当等の扶助費、道路・橋梁の改良事業費等が増額とな

ったことが主因であります。 

自主財源の柱となる町税収入については、住民税、固定資産税の増額が見込める

ことから、対前年度５.２％増の１３億１，６００万円余、依存財源の大半を占め

る地方交付税は、「地域の元気創造事業費」、「人口減少等特別対策事業費」、「地域

社会再生事業費」等が引き続き措置されたこと等を反映し、対前年５.４％増の５

４億８，１００万円余を見込んでおります。なお、不足する財源につきましては、

財政調整基金等からの繰り入れで措置をいたしました。 

 

（主な施策） 
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 次に、令和７年度の主な施策について「第３次八頭町総合計画」の７つの柱に沿

って、「第３期八頭町総合戦略」の施策と合わせまして、概要を説明させていただ

きます。 

 

まず、一つ目の柱であります「住民が主役のまちづくり」（協働）についてであ

ります。 

 

一点目は、住民参画社会の推進であります。 

地域の抱える課題に的確に対応し、効果的な行政サービスを提供するため、行政

懇談会、若者・女性・高校生等との意見交換会など、直接対話による住民ニーズの

把握に努めてまいります。また、ソーシャルメディアの活用、広報紙・ホームペー

ジ・ケーブルテレビによる積極的な情報提供により、地域課題の共有を図り、住民

と行政との協働・連携による住民参加のまちづくりを推進します。 

 

二点目は、人権尊重のまちづくりであります。 

新たに策定する「八頭町人権を尊重するまちづくり基本計画」のもと、あらゆる

差別の解消に向け、家庭、地域、学校、職場が連携し、基本計画の推進を図ります。

人権問題を「自分事」として捉え、行動と実践につなげる場として、人権尊重のま

ちづくり講演会、部落解放研究集会、人権問題講座、人権問題学習会など、学びの

機会を積極的に提供してまいります。また、人権擁護委員による人権相談、人権啓

発センターの相談業務を通じた支援機関との連携を強化するとともに、ＳＮＳによ

るネット上の人権侵害を監視するモニタリングを強化し、インターネットによる人

権侵害防止など、誰もが大切にされ、ひとり一人の人権が尊重される社会の創造に、

町民と協働して取り組みます。 

 

三点目は、男女共同参画の推進であります。 

各種講座の開催、男女共同参画フェスティバル等による男女共同参画意識を育む

学習、啓発活動の充実を図ります。政策・方針決定の過程への女性の参画拡大と各

種審議会委員、自治会役員、企業等の管理職への女性登用など、女性が能力を発揮

できる環境づくりを推進します。 

また、令和７年度が「第４次八頭町男女共同参画プラン」の最終の計画年度とな

ることから、新しいプランの策定に着手します。 

 

四点目は、コミュニティ活動の推進であります。 
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住民自らが主体となって取り組む自主防災活動、環境保全活動、歴史・文化の継

承など、集落単位の活動を支援してまいります。人口減少、少子高齢化が進展する

中にあって、持続可能な地域づくりを推進するため、モデル的に各地区のまちづく

り委員会の活動と地区公民館の活動を集約した新たなコミュニティ活動組織に取

り組み、世代を超えて支え合う地域づくりを目指します。 

 

 

次に二つ目の柱であります「やすらぎと生きがいのあるまちづくり」（健康・福

祉・子育て）についてであります。 

 

一点目は、健康づくりの推進であります。 

「健康やず２１（第３次）」計画、「食育推進計画」、「いのちを支える自死対策計

画」の着実な推進による「こころとからだ」の健康づくりに取り組みます。検診に

ついては、休日検診、出前巡回健診、医療機関での個別検診のなど、受診しやすい

体制整備に取り組み、各種検診等の受診勧奨の強化による受診率の向上を目指しま

す。また、インフルエンザの予防接種、高齢者などへのコロナワクチン接種の助成

に加えて、本年度より帯状疱疹ワクチンの接種についても補助制度を創設します。

さらに、歯周病検診を拡充し、口腔疾患の予防及び早期発見に努め、フレイル予防、

健康寿命の延伸につなげてまいります。 

 

二点目は、高齢者福祉・障がい者福祉の充実であります。 

独居高齢者のＩＣＴを活用した見守りサービス、認知症高齢者等のＳＯＳ見守り

ネットワーク、認知症サポーターの養成など、高齢者が支援を受けながらも可能な

限り住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、地域包括ケアシステムの充実を

図ります。 

障がい者福祉については、支援が必要な方に必要なサービスが届くよう専門的相

談体制の整備、福祉サービス提供事業所の充実、成年後見制度の利用等による日常

生活の援助・支援を行います。また、文化・芸術活動、スポーツを通じた社会参加

を促進し、就労移行支援、就労継続支援事業を活用した就労機会の拡充を進めます。 

 

三点目は、地域福祉の推進であります。 

まちづくり委員会の体制整備、重層的支援体制の構築により、地域福祉推進計画

の基本理念である「みんなで支え合い 誰もが自分らしく いきいきと幸せに暮ら

し続けられる 共生のまちづくり」の実現を目指してまいります。まちづくり委員
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会未設置地区の設立を促進するとともに、複雑、複合的な課題を抱えた人や世帯に

対する包括的な相談支援体制を構築します。また、教育委員会、学校と協力し、小・

中学校における福祉学習を推進します。 

 

四点目は、子ども・子育て支援の充実であります。 

「第３期八頭町子ども・子育て支援事業計画」をもとに、社会全体で子どもや子

育て世帯を見守り、安心して産み育てられる環境づくりを進めます。また、子ども

や家庭を取り巻く複合的な課題に総合的に対応する「こども家庭センター」を設置

します。保育所の完全給食と給食実費の無償化、出産祝い金、在宅育児世帯への助

成、学校給食の保護者負担の定額化、大学等入学時の準備金支給事業等を引き続き

実施し、小学校及び中学校の入学時の祝い金の増額など、子育て世代の経済的負担

の軽減を図ります。また、不妊治療・不育治療への助成、母子健康管理アプリ「や

ずぴょんタッチ」の活用、アウトリーチ型の産後ケア事業の新設、１か月児健康診

査の公費負担導入など、出産、子育てに至るまで、切れ目のない子育て支援に取り

組みます。 

 

次に三つ目の柱であります「安全安心で暮らしを支えるまちづくり」（交通、防

災）についてであります。 

 

一点目は、地域情報化の促進であります。 

行政手続きのデジタル化を進めるとともに、とっとり電子申請サービス等を活用

したオンライン手続き等の拡大による迅速で、利便性、効率性の高い行政サービス

の提供を目指します。令和７年度末が移行期限となっている基幹系業務システムの

国の標準仕様に適合するシステムへの円滑な移行を進め、業務プロセスの見直しや

ＲＰＡによる業務の自動化など、ＤＸの推進による業務改革に取り組みます。また、

農林業、福祉、教育、観光、暮らしの分野でのデジタル技術の理解と活用を図りな

がら、地域におけるＤＸを推進します。 

 

二点目は、道路・交通環境の充実であります。 

道路や橋りょう整備については、長寿命化計画をもとに危険度・緊急度の高いも

のから維持、修繕、改良を計画的に実施します。国道・県道については、近隣市町

とも連携しながら、継続的な改良や渋滞緩和、交通安全施設の整備を引き続き、国・

県等の関係機関に強く要望します。 

地域公共交通機関の若桜鉄道、町営やずバスは、厳しい経営状況ではありますが、
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運行時間、ＪＲとの接続などを考慮し、利用しやすい交通手段となるよう取り組み

ます。合わせて、高校生の通学定期購入助成、公共交通を補完するタクシーの利用

助成を行い、利用者の負担軽減と利便性の向上を図るとともに、デマンド運行の調

査を行います。 

 

三点目は、定住環境の整備であります。 

子育て世代等の移住・定住を促進するため、新築住宅取得にかかる固定資産税の

負担軽減と合わせ、住宅の新築又は購入の費用に対する補助制度を引き続き実施し

ます。民間事業者の宅地造成支援、空き家の有効活用、町営住宅の改修・更新によ

る計画的な住宅の供給を行い、住環境の整備を進めます。公営住宅については、「国

中１区団地」の長寿命化事業を引き続き実施し、新たな町営住宅建設に向けた用地

調査を行います。また、中心拠点への居住機能、都市機能の誘導により、持続可能

な都市構造を構築する包括的な計画である「立地適正化計画」の策定に向けた基礎

調査に着手します。 

 

四点目は、災害への備えと防犯対策の推進であります。 

国、県と一体となった河川、砂防、治山・治水対策等の自然災害防止事業を推進

し、災害に強いまちづくりに取り組みます。また、郡家地区の排水対策に引き続き

取り組むとともに、町消防団、自主防災組織と連携した全集落を対象とした防災訓

練を実施します。 

地震対策については、耐震診断、耐震改修に対する補助制度により、住宅の耐震

化を促進し、地震後の電気火災を防ぐ感震ブレーカーの普及を進めるための補助制

度を創設します。防犯対策では、県とタイアップし、カメラ付きドアホン、防犯機

能付き電話、防犯カメラ等の設置に対する補助制度を新たに設け、犯罪や消費者ト

ラブルを防止し、町民が安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。 

 

次に四つ目の柱であります「環境共生のまちづくり」（自然と環境保全）につい

てであります。 

 

一点目は自然環境・景観の保全と活用であります。 

自然共生サイト登録地の生物多様性保存や環境教育活動を積極的に支援します。

道路愛護、河川愛護などの美化活動を行う愛護ボランティア団体の育成に努め、近

隣市町と連携した国道２９号沿線の景観向上活動を促進します。また、３Ｒ（リデ

ュース・リユース・リサイクル）運動によるごみの減量化を図るとともに、ごみア
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プリなどの活用による適正なごみ分別収集を推進します。 

 

二点目は、脱炭素社会への移行の推進であります。 

住宅及び集落集会所等への太陽光発電設備の設置、薪ストーブ、蓄電池等導入に

対する助成による、家庭・地域での再生可能エネルギーの積極的な活用に取り組み

ます。また、公共施設の照明設備のＬＥＤ化、公用車への電気自動車の導入、公共

施設に再生可能エネルギー由来の電気の導入を促進し、温室効果ガス排出量の削減

などＳＤＧｓの推進に資する取り組みを積極的に展開します。 

 

次に五つ目の柱であります「産業と人がつながるまちづくり」（産業・観光・雇

用）についてであります。 

 

一点目は、農林水産業の振興であります。 

国の「みどりの食糧システム戦略」の推進を図るため、有機・自然栽培農業の推

進を目指す「オーガニックビレッジ」の宣言に向けた推進体制を確立します。農業

農村整備事業に取り組み、担い手を中心にスマート農業の導入促進、農作業の効率

化、省力化、生産性の向上を目指します。また、小規模農家の農業機械等の購入に

対する補助制度を拡充し、家族農業者、定年帰農者、小規模兼業農家など多様な経

営形態による地域農業の後継者の確保に努めるとともに、果樹のトレーニングファ

ームの就農研修生の計画的募集により、果樹の新たな担い手確保・育成に取り組み

ます。 

畜産・酪農では、安定した経営が図られるよう、和牛・乳用牛の増頭・増産への

取り組みを引き続き支援します。 

森林・林業関係は、森林環境譲与税、豊かな森づくり協働税を活用した森林資源

の適正な管理を進めます。鳥取県植樹祭が八頭町を会場に５月に開催されることか

ら、将来を担う子どもたちをはじめ、町民の方々に森林の持つ多面的機能や林業の

現状等を伝え、豊かな森林を次世代に引き継ぐ機運を高めます。 

 

二点目は、商工業の振興であります。 

中小企業資金融資制度、利子補給金制度による小規模事業者等の持続的な経営を

支援します。「出る杭を伸ばす事業者応援補助金」を活用し、町内における起業や

創業などスタートアップ・チャレンジを支援するとともに、八頭町企業立地促進奨

励金を活用した企業誘致を進め、雇用の創出に取り組みます。また、商工会、関係

機関と連携して事業承継を推進します。町内での経済循環を促進するため、商工会
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と連携して八頭町独自のキャッシュレス決済システム（デジタル地域通貨）の導入

に取り組みます。 

 

三点目は、観光の振興であります。 

本年４月から開催される大阪・関西万博を契機とした旅行客の誘致を図るため、

八東ふるさとの森の野鳥観察、サイクリング、ツーリング、若桜鉄道を活用した観

光列車の運行など、個性的で魅力的な体験型の旅を提供します。また、日本遺産関

連コンテンツを活用した広域周遊型の観光に麒麟のまち観光局と連携して取り組

みます。八頭町関西事務所、八頭町観光アドバイザー、八頭町観光大使と連携した

関西圏、首都圏での積極的な情報発信を行い、八頭町への誘客を図ります。 

 

四点目は、交流の推進と関係人口の拡大であります。 

今年は、八頭町と韓国横城郡との友好交流締結から２０年を迎えます。日韓子ど

も交流事業、職員交流事業をはじめとする相互交流を推進します。国内交流につい

ては、大阪の住吉区、神戸の長田区との交流を継続すると共に、関西圏・首都圏で

のＰＲ、２拠点居住推進等による交流人口・関係人口の創出・拡大を図ります。 

 

次に六つ目の柱であります「こころ豊かな人づくり」（教育・文化）についてで

あります。 

 

一点目は、学校教育の充実であります。 

学校教育については、「豊かな心」、「確かな学力」、「健やかな身体」を教育の柱

に、たくましく、粘り強く挑戦する力とともに、「ふるさと八頭」に誇りと愛着を

持つ「やずっこ」を育てる教育を地域ぐるみで進めます。少人数学級編成、特別支

援員の配置、通級指導等、個々の特性に応じたきめ細かな教育を進め、タブレット

の積極的な活用、ＩＣＴ支援員の配置、外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用等により、

情報化、国際化する社会に必要なスキルを身に付けた児童生徒の育成を目指します。

また、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置による教育相談

体制の充実を図り、コミュニティ・スクールによる地域とともに育む学校づくりに

取り組みます。設備の面では、小・中学校のＧＩＧＡスクール構想用タブレット端

末の更新を予定しております。 

 

二点目は、社会教育の充実であります。 

町民誰もが、いつからでも何歳でも自分らしく学びを深める場としての公民館を
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拠点に、ライフステージに応じた魅力的な講座・教室の開設など、様々な学習機会

を提供することにより、心豊かな人づくり、仲間づくりを推進します。また、青少

年の地域行事やボランティア活動等の社会参加を促進し、ジュニアリーダーの育成

に取り組みます。図書館については、計画的に図書を購入していますが、昨今は出

版数が激増していることから、県立図書館、市町村の図書館を結ぶ図書館ネットワ

ークシステムを活用しながら、「いつでも・どこでも・だれでも」利用していただ

ける身近な施設となるよう環境の整備を進めます。 

 

三点目は、生涯スポーツの推進であります。 

町体育協会等による各種スポーツ大会やスポーツ教室の開催、スポーツ推進委員

による生涯スポーツの普及・啓発により、ライフステージに応じたスポーツ・レク

リエーション活動の推進を図ります。本年は「全国高等学校総合体育大会」のホッ

ケー競技が鳥取市と八頭町を会場に開催されます。ホッケーのまち八頭町として、

大会運営を支援します。また、第１７回を迎える「森下広一杯八頭町マラソン大会」

が交流人口・関係人口の拡大につながる魅力ある大会となるよう取り組みます。 

 

四点目は、芸術・文化活動の推進であります。 

芸術文化の発信拠点施設である「あーとふる八頭」が、町民の身近な芸術・文化

に触れあう場となるよう、町文化協会と連携し、体験型の講座や教室の開催、町内

で活動される個人・団体の美術作品の展示など、身近な芸術文化に親しむ機会の提

供に努めます。また、八頭町出身の版画家橋本興家氏の作品や天文家の本田 實氏

に関する品々の常設展示と合わせて、県立美術館・博物館をはじめとした町外施設

のアウトリーチ活動の誘致に取り組み、芸術文化の理解と振興の拠点となる施策に

取り組みます。 

 

五点目は、文化財の保護・保存であります。 

長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられてきた麒麟獅子舞、傘踊

り、手踊り、人形浄瑠璃、祭りなどの伝統芸能が、将来にわたり受け継がれていく

よう、保存・承継への取り組みを支援します。また、八頭町の貴重な財産である有

形・無形の文化遺産についての体験学習の機会や文化遺産に関する普及啓発活動の

充実と、社会全体で文化遺産を守る機運の醸成を図ります。 

 

最後に七つ目の柱、「効率的で効果的な行財政運営」であります。 
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本町は、人口減少・少子高齢化、公共施設の老朽化など多くの行政課題に直面し

ています。今後も、子育て・医療・福祉等の社会保障関係の増加や公共施設の老朽

化対策、橋りょう・トンネルなどの社会基盤の長寿命事業などに相当額の財源確保

が必要です。 

歳入においては、税収等の伸びが若干期待できるものの、それを上回る物価の高

騰や人件費の増加があることから、「ふるさと納税」、「企業版ふるさと納税」の受

入拡大など自主財源の確保の取り組みを強化します。国政、県政の動向を注視・予

測しながら、新たな制度や制度改正の情報を積極的に収集し、国・県の補助制度の

有効活用による安定的・継続的な財源確保を図ります。 

歳出については、引き続き経常経費の削減に努める一方、施策の優先度や緊急度

などを勘案し、住民ニーズや時代が要請する行政課題に対応した事業実施に取り組

みます。また、広域行政は行財政基盤の強化に有効であり、広域連合、一部事務組

合、機関等の共同設置、連携協約、事務委託など、広域行政を活用した住民サービ

スの向上、行政事務の効率化を図ります。 

新庁舎の整備につきましては、災害対策の拠点機能をはじめ、新庁舎が備えるべ

き機能の検討を庁内ワーキンググループにより始めています。７年度も引き続き県

と意見交換を行いながら環境面、利便性等の検討を進めます。 

 

 

以上、令和７年度を迎えるにあたり、私の町政運営の基本姿勢を示すとともに、

「第３次八頭町総合計画」の柱に沿いまして、主な取り組みについての所信を申し

上げました。 

 

（結びに） 

地球規模での気候変動の深刻化が人々の生活環境に大きな影響を及ぼし脱炭素

の機運が高まるとともに、Well-being（幸福）やダイバーシティ（多様性）＆イン

クルージョン（一体性）などの新しい価値観が重視され、テクノロジーが飛躍的に

進歩するなど社会経済情勢は大きく変化しています。さらには急速な少子高齢化の

進行は、医療、福祉、地域交通、買い物環境といった生活サービス・インフラの維

持に大きな影響を及ぼし、社会全体の活力低下を招くことが懸念されます。こうし

た状況のもと、将来にわたって八頭町が発展していくためには、八頭の未来を担う

子どもたちや子育て世帯を社会全体で支え、将来に明るい希望を持てるまちとして

いかなければなりません。 

世代を超えて町民一人ひとりが地域とつながり、誰もが地域の中で居場所や役割
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を持つことで安心した子育てや暮らしができるとともに、町民一人ひとりが生きが

いを感じながら、健康で心豊かな暮らしを実現できるまちづくりを目指します。 

今年は、平成１７年３月３１日に旧の郡家町、船岡町、八東町の３町が合併し、

八頭町が誕生して、２０年の節目の年を迎えます。先人のたゆまぬ努力の積み重ね

により築き上げられてきた「八頭」がさらなる発展を遂げ、持続可能なまちとして

次の世代へしっかりとつながるよう全力で町政運営に取り組みますので、町民の皆

様方はもとより、議員各位のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、令和７年度

の施政方針といたします。 


